


平成 17年度（2005） 第１回 出雲市議会

臨 時 会 会 期 日程
開 会　平成 17 年（2005）５月 11 日（水）
閉 会　平成 17 年（2005）５月 12 日（木） 会期 2日間

議  長 寺田 昌弘

副議長 荒木 　孝



常

任

委

員

会

議 会 運 営 委 員 会 （13名）

特
別
委
員
会

斐伊川・神戸川治水対策特別委員会
（13名）

交 通 対 策 特 別 委 員 会
（13名）

観光・産業振興特別委員会
（14名）

庁 舎 建 設 特 別 委 員 会
（14名）

国 県 道 対 策 特 別 委 員 会
（14名）

総 務 委 員 会（９名）

文教厚生委員会（９名）

建設水道委員会（8名）

環境経済委員会（8名）



6月定例市議会は、5月27日に開会し、予算案件23件、条例案件23件、人事案件15件、
その他案件 20件について審議を行い、いずれも原案どおり可決して、6月 22 日に閉会
しました。
また、5つの特別委員会が設置され、各委員が決まりました。（名簿は 3ページに掲載）
監査委員には、板倉明弘議員を選出しました。





趣旨採択とは 　請願・陳情について、願意は妥当であり十分に理解できるが、実現性の面で確信がもてないといった場合や、
願意の一部について具体的な実現が難しいといった場合に、「趣旨には賛成である」という議決をすることを
いいます。



新
「
出
雲
市
」
の
市
政
運
営
の
基
本
方
針
と
重
点
施
策

に
つ
い
て
、
市
長
か
ら
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
十
会
派
か
ら
代
表
の
議
員
が
一
名
ず
つ
次
の
よ
う
な
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
一
人
一
問
ず
つ
選
ん
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
質
問
し
た
議
員
自
身
が
要
旨
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

（
◎
印
の
も
の
）

平
成
ク
ラ
ブ

政
雲
ク
ラ
ブ

明
政
ク
ラ
ブ

　

市
役
所
が
分
散
し

て
い
て
不
便
で
困
る

と
い
う
声
を
聞
く
。
市
役

所
本
庁
舎
改
築
問
題
の
検

討
組
織
を
早
急
に
立
ち
上

げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
伺

う
。

　

合
併
に
よ
り
行
政

組
織
の
ス
リ
ム
化
、

事
務
事
業
の
見
直
し
、

民
間
委
託
の
推
進
な
ど
に

よ
り
、
簡
素
で
効
率
的
な

行
財
政
運
営
を
図
り
、
自

立
し
た
自
治
体
運
営
を
可

能
と
す
る
た
め
に
は
、
総

合
振
興
計
画
（
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
）・
行
財
政
改

革
大
綱
お
よ
び
実
施
計
画

の
策
定
は
急
務
と
考
え
る

が
、
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
伺
う
。

　

国
は
平
成
十
四

年
十
二
月
に
米
政
策

改
革
大
綱
を
ま
と
め
、
そ

れ
ま
で
の
生
産
者
重
視
の

政
策
か
ら
、
消
費
者
や
市

場
を
重
視
し
た
政
策
へ
と

転
換
が
図
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
平
成
二
十
年
度

か
ら
農
業
者
や
農
業
団
体

が
主
体
の
需
給
シ
ス
テ
ム

と
な
る
計
画
と
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
で
旧
平
田
市
は
い
ち
早

く
米
政
策
の
将
来
を
見
据

え
、
市
、
Ｊ
Ａ
、
農
業
委

員
会
が
一
体
と
な
り
、
平

成
十
三
年
に
平
田
地
域
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
立
ち

上
げ
、農
地
の
利
用
集
積
、

認
定
農
業
者
や
集
落
営
農

の
育
成
を
図
っ
て
き
た
。

そ
の
後
旧
出
雲
市
に
お
い

て
も
同
様
な
二
十
一
世
紀

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
が
立

ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
二
十
一
世
紀
農
業
支

援
セ
ン
タ
ー
と
平
田
地
域

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役

割
分
担
と
、
各
支
所
に
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
け

る
考
え
は
な
い
の
か
、
併

せ
て
平
田
地
域
で
成
果
を

挙
げ
て
い
る
地
域
農
業
特

別
対
策
支
援
事
業
も
含
め

て
の
お
考
え
を
伺
う
。



河
南
ク
ラ
ブ

大
社
ク
ラ
ブ

　

ス
ー
パ
ー
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
事
業
は

児
童
が
海
外
に
も
目
を

向
け
、
国
際
的
な
視
野
に

立
っ
て
考
え
た
り
行
動
し

た
り
で
き
る
力
を
養
う
た

め
、
国
際
的
な
公
用
語
で

あ
る
英
語
力
の
向
上
を
図

り
、
特
に
英
会
話
を
中
心

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
育
成
を
目
指
す

も
の
で
小
学
校
六
年
生
に

毎
日
二
十
分
程
度
英
語
学

習
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

平
成
十
六
年
度
、
市
内

五
小
学
校
で
取
り
組
み
、

今
年
度
旧
出
雲
市
内
十
四

校
に
広
げ
る
計
画
で
あ
る

が
、
早
く
全
市
の
小
学
校

三
十
八
校
に
拡
大
す
べ
き

と
考
え
る
。
今
年
度
二
学

期
か
ら
で
も
実
施
で
き
な

い
か
。

　

新
市
の
主
要
事
業

で
あ
る
総
合
産
業
と

し
て
の
観
光
大
国
の
創
造

に
当
た
り
、
全
国
に
輝
く

門
前
町
、
大
社
を
中
核
と

し
た
観
光
振
興
策
の
考
え

方
に
つ
い
て
伺
う
。　
　

　

特
に
、
ご
縁
広
場
は
、

神
門
通
り
と
出
雲
大
社
を

介
し
た
観
光
動
線
の
再
構

築
や
、
門
前
町
の
表
参
道

で
あ
る
神
門
通
り
の
賑
わ

い
を
創
出
す
る
た
め
に
重

要
な
位
置
に
あ
り
、
温
泉

施
設
な
ど
の
新
た
な
付
加

価
値
を
持
っ
て
一
大
拠
点

と
し
て
整
備
す
べ
き
と
考

え
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
踏

ま
え
、
出
雲
阿
国
座
な
ど

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

ご
縁
広
場
に
お
け
る
観
光

保
養
交
流
拠
点
の
具
体
的

な
整
備
計
画
に
つ
い
て
伺

う
。

市
民
ク
ラ
ブ

　

県
は
市
町
村
へ
の

権
限
移
譲
に
関
し

二
〇
〇
三
年
に
、
移
譲
す

る
候
補
の
リ
ス
ト
「
権

限
移
譲
計
画
」
を
策
定
し

て
い
る
。
し
か
し
、
受
け

る
市
町
村
に
と
っ
て
魅
力

に
乏
し
く
、
予
算
を
伴
わ

な
い
も
の
が
大
半
で
、
メ

リ
ッ
ト
が
少
な
い
こ
と
か

ら
積
極
的
に
移
譲
を
受
け

入
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
ら

な
か
っ
た
。
合
併
作
業
が

一
段
落
し
た
こ
の
時
期
に

合
わ
せ
、
県
は
移
譲
項
目

の
追
加
を
決
定
し
具
体
的

な
検
討
に
入
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
現
在
県
が
取

り
組
ん
で
い
る
組
織
の

見
直
し
、
出
先
機
関
の

統
廃
合
、
大
幅
な
人
員
削

減
計
画
、
さ
ら
に
は
道
州

制
の
検
討
な
ど
今
後
の
県

の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い

る
現
在
、
積
極
的
な
権
限

移
譲
、
業
務
移
管
が
行
わ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
西

尾
市
長
の
地
方
分
権
自
治

積
極
推
進
の
立
場
か
ら
、

教
育
行
政
に
の
み
こ
だ
わ

ら
ず
、
県
か
ら
の
権
限
移

譲
・
業
務
移
管
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い

と
思
う
。



市
民
新
風
会

　

新
出
雲
市
で
は
、

住
民
が
主
役
で
あ

る
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
、
住
民
の
皆
様
に
合
併

し
て
良
か
っ
た
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
し
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
。

　

新
市
に
向
っ
て
の
合
併

協
議
と
と
も
に
、
住
民
と

の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、

旧
出
雲
市
で
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

開
催
さ
れ
、
大
変
良
か
っ

た
と
思
う
。

　

新
市
に
な
っ
て
も
、
合

併
前
の
よ
う
に
隅
々
ま
で

行
き
届
い
た
市
民
サ
ー
ビ

ス
が
行
わ
れ
、
住
民
と
の

対
話
と
交
流
の
中
で
、
理

解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ

う
な
行
政
が
進
め
ら
れ
る

新
生
出
雲

　

施
政
方
針
の
中

で
、循
環
型
社
会
の

構
築
に
向
け
て
３
Ｒ
、
リ

デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
に
強

力
に
取
り
組
む
と
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
際
、
循
環
型
社
会

構
築
の
観
点
か
ら
、
生
ご

み
の
堆
肥
化
、
特
に
学
校

給
食
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

の
食
物
残
さ
、
剪
定
枝
葉

な
ど
を
堆
肥
化
し
、
こ
れ

を
活
用
し
て
「
有
機
の
里

づ
く
り
」
を
進
め
て
は
ど

う
か
。
農
業
の
振
興
は
も

と
よ
り
、
雇
用
の
場
づ
く

り
、
食
育
の
推
進
に
も
つ

な
が
る
と
思
う
。

日
本
共
産
党

　

①
新
出
雲
市
の
高

齢
者
の
七
六
％
が
住

民
税
非
課
税
で
あ
る
。
合

併
を
機
に
介
護
保
険
料
を

大
幅
に
値
上
げ
し
た
こ
と

は
、
年
金
で
家
計
を
支
え

て
い
る
高
齢
者
の
生
活
に

深
刻
な
影
響
を
与
え
る
。

　

困
っ
て
い
る
人
の
実
情

に
則
し
て
減
免
制
度
を
拡

充
し
、
周
知
す
べ
き
だ
。

②
県
が
重
度
障
害
者
や
母

子
家
庭
の
命
綱
と
も
言
え

る
福
祉
医
療
費
助
成
事
業

の
自
己
負
担
を
月
五
百
円

の
定
額
か
ら
一
割
に
引
き

上
げ
る
こ
と
に
対
し
、
い

ち
早
く
市
独
自
助
成
を
表

明
し
た
こ
と
は
評
価
で
き

る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も

通
院
で
十
二
倍
、
入
院
で

二
十
倍
に
な
る
。
今
議
会

に
は
、
五
つ
の
障
害
者
や

患
者
団
体
か
ら
、
現
行
制

度
継
続
に
向
け
た
県
へ
の

撤
回
要
請
、
市
独
自
助
成

を
求
め
る
切
実
な
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
安
心
で

き
る
制
度
に
向
け
市
長
の

対
応
を
求
め
る
。

よ
う
お
願
い
し
て
、
こ
れ

ら
の
市
政
の
推
進
に
つ
い

て
伺
う
。



公　

明　

党

　

隠
岐
の
島
町
の
産

婦
人
科
医
が
い
な
く

な
る
ニ
ュ
ー
ス
が
取
り
上

げ
ら
れ
た
が
、
出
雲
市
立

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
（
旧

平
田
市
立
病
院
）
も
常

勤
の
産
婦
人
科
医
が
い
な

く
な
っ
た
。
分
娩
が
で
き

な
く
な
り
旧
平
田
市
の
女

性
た
ち
は
不
便
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。
安
心
し
て
子

供
が
産
め
る
環
境
整
備
が

望
ま
れ
る
今
、
大
変
重
要

な
問
題
だ
。
市
長
の
全
力

で
の
働
き
か
け
を
期
待
す

る
。

　

併
せ
て
、
出
雲
市
立

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
女

性
専
門
外
来
の
設
置
を
望

む
。
セ
ン
タ
ー
は
患
者
数

が
減
っ
て
き
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
産
婦
人
科

や
女
性
専
門
外
来
の
設
置

で
利
用
者
増
が
望
め
る
の

で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
周
辺
地
域
の
医

療
を
受
け
持
つ
診
療
所
に

つ
い
て
も
、住
民
の
安
心
・

安
全
を
確
保
さ
れ
る
よ
う

望
む
。



　

青
年
を
取
り
巻

く
雇
用
環
境
は
大

変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、

県
内
で
も
青
年
の
失
業

率
は
九
％
に
達
し
、
約

六
千
六
百
人
が
失
業
し

て
い
る
と
推
計
さ
れ
て
い

る
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
行

く
と
駐
車
場
は
車
で
い
っ

ぱ
い
、
中
は
求
人
を
検

索
す
る
パ
ソ
コ
ン
の
順
番

を
待
つ
人
で
あ
ふ
れ
て
お

り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
職

員
の
方
か
ら
も
「
企
業
に

お
願
い
に
歩
い
て
も
な
か

な
か
求
人
に
結
び
つ
か
な

い
」「
と
に
か
く
こ
こ
に

来
る
人
に
早
く
仕
事
が
み

つ
か
っ
て
欲
し
い
」
と
の

声
を
お
聞
き
し
た
。

　

若
い
世
代
に
仕
事
が
な

く
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
増
加

や
サ
ー
ビ
ス
残
業
が
ま
ん

延
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
将
来
の
担
い
手
が
育
た

ず
、
少
子
化
な
ど
多
く
の

問
題
に
波
及
し
て
く
る
。

　

こ
の
問
題
に
本
気
で
取

り
組
み
、
将
来
を
担
う
青

年
に
光
を
当
て
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
市
の

姿
勢
に
つ
い
て
伺
う
。

　

団
塊
世
代
が
二
〇

〇
七
年
以
降
六
十
歳

の
定
年
を
迎
え
る
。
高
齢

者
の
雇
用
問
題
は
、
実
は

こ
の
団
塊
世
代
の
問
題
で

あ
る
。
こ
の
団
塊
世
代
が

ど
う
生
き
、
ど
う
働
く
か

は
我
が
国
の
経
済
や
年
金

問
題
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
。
ま
た
、
若
年
層
の

雇
用
に
も
、
多
大
な
影
響

を
与
え
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
世
代
の
有
志
の

皆
さ
ん
で
、
定
年
後
の

生
活
の
在
り
方
や
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
構

築
、
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
の
起

業
な
ど
を
模
索
す
る
た
め

に
、
団
塊
世
代
支
援
会
議

を
立
ち
上
げ
よ
う
と
い
う

大
変
前
向
き
な
動
き
が
あ

る
。
行
政
と
し
て
支
援
で

き
る
方
策
は
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の

か
。

六
月
定
例
市
議
会
で
は
十
五
人

の
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に

つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

一
人
一
問
ず
つ
選
ん
で
掲
載
し

て
い
ま
す
。 （
◎
印
の
も
の
）



　

島
根
県
に
お
け

る
警
察
署
の
再
編

が
五
十
一
年
ぶ
り
に
行
わ

れ
た
。
出
雲
市
内
で
は
四

月
一
日
か
ら
平
田
、
大
社

両
署
は
出
雲
警
察
署
に
統

合
さ
れ
、
警
察
署
と
い
う

看
板
を
下
ろ
し
、
広
域
交

　

社
会
参
加
の
手

段
の
ひ
と
つ
と
し

て
働
く
こ
と
が
あ
る
。
現

在
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い

る
障
害
者
自
立
支
援
法
案

も
、
障
害
者
が
も
っ
と
働

け
る
社
会
に
す
る
こ
と
を

改
革
の
狙
い
の
ひ
と
つ
と

し
て
い
る
。

番
と
な
っ
た
。
旧
平
田

署
は
三
十
一
人
か
ら
十
四

人
体
制
、
旧
大
社
署
は

二
十
一
人
か
ら
十
二
人
体

制
に
減
少
し
た
。
密
入

国
、
治
安
維
持
、
犯
罪
防

止
な
ど
周
辺
住
民
か
ら

は
、
地
域
社
会
へ
の
安
全

に
対
す
る
不
安
の
声
が
聞

か
れ
て
い
る
。
行
政
と
し

て
、
市
民
の
命
と
財
産
を

守
る
立
場
か
ら
、
地
域
の

不
安
の
解
消
策
を
具
体
的

に
伺
う
。

　

し
か
し
、
先
頃
市
民
か

ら
、
現
実
に
は
障
害
者
が

働
く
こ
と
の
で
き
る
場
の

確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
こ

と
、
実
際
に
働
く
に
は
家

族
を
含
め
、
ま
だ
ま
だ
大

き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要

と
の
意
見
を
聞
い
た
。
厚

生
労
働
省
の
統
計
で
も
、

福
祉
施
設
に
い
る
約
五

〇
％
の
障
害
者
が
働
く
こ

と
を
希
望
し
な
が
ら
、
就

職
の
た
め
に
施
設
を
出
た

人
は
年
間
一
％
程
度
。
今

後
も
一
層
重
要
性
を
増
す

障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
の

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と

今
後
の
方
針
を
伺
う
。



　

長
浜
中
核
工
業

団
地
開
業
時
に
は
、

「
築
地
松
団
地
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
た
。
団
地
は
周

囲
を
黒
松
に
囲
ま
れ
周
辺

地
域
と
マ
ッ
チ
し
た
景
観

を
醸
し
出
し
て
い
た
。
し

か
し
、
現
在
で
は
松
く
い

虫
被
害
に
遭
い
緑
地
も
減

少
し
て
い
る
。
緑
化
に
つ

い
て
規
制
は
行
な
わ
れ
て

い
る
の
か
。
耐
病
性
の
あ

る
黒
松
を
配
布
し
緑
化
に

努
め
て
は
ど
う
か
。
他
の

常
緑
樹
に
樹
種
の
変
更
を

し
て
は
ど
う
か
。

　

旧
出
雲
市
南
部
に

対
す
る
施
策
の
総
称

と
し
て
の
い
わ
ゆ
る
「
南

方
作
戦
」
は
、
新
市
に
お

い
て
ど
の
様
に
展
開
さ
れ

る
か
を
伺
う
。
そ
の
中
の

一
つ
、
平
成
十
四
年
六
月

に
示
さ
れ
た
中
山
間
地
域

総
合
整
備
事
業
は
地
元
負

担
率
五
％
と
い
う
有
利
な

事
業
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
り
、

地
域
別
に
希
望
す
る
事
業

を
と
り
ま
と
め
提
出
し
た

も
の
の
、
平
成
十
五
年

度
末
に
な
っ
て
事
業
主
体

で
あ
る
県
の
財
政
事
情
か

ら
一
旦
休
止
と
い
う
説
明

を
受
け
た
。
そ
の
後
再
開

さ
れ
る
と
の
噂
も
聞
く
が

実
体
は
ど
う
な
の
か
今
後

の
見
通
し
も
含
め
、
県
と

の
話
し
合
い
は
ど
こ
ま
で

進
ん
で
い
る
の
か
伺
う
。



　

十
間
川
改
修
事
業

は
、
計
画
が
示
さ

れ
て
以
来
三
十
年
以
上

が
経
過
し
て
い
る
。
こ

の
間
、
十
間
川
水
系
沿
線

の
皆
様
は
治
水
に
対
す
る

不
安
、
湖
底
の
ヘ
ド
ロ
化

に
よ
る
漁
業
に
対
す
る
心

配
、
そ
し
て
県
道
・
農
地

　

施
政
方
針
で
『
二

十
一
世
紀
出
雲
神

話
観
光
大
国
の
創
造
』
が

重
点
施
策
と
し
て
挙
げ
ら

れ
た
。
出
雲
市
の
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
迎
え
、
メ
イ

ン
と
も
言
え
る
観
光
を
含

め
た
全
市
挙
げ
て
の
活
性

化
の
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
る
。
裾
野
の
広
い
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
、

芸
術
や
文
化
は
も
と
よ
り

の
こ
と
、
地
域
の
特
性
を

生
か
し
、
一
次
産
業
の
育

成
を
含
め
た
経
済
面
で
の

波
及
が
実
感
で
き
る
よ
う

な
施
策
に
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
長
の
所

見
を
伺
う
。

へ
の
冠
水
。
ま
た
、
本
来

汽
水
湖
で
あ
る
べ
き
神
西

湖
の
塩
分
濃
度
は
、
今
、

日
本
海
の
海
水
と
同
じ
状

況
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

ま
ま
の
状
況
で
推
移
す
る

と
神
西
湖
の
生
態
系
の
変

化
、
ま
た
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ

の
繁
殖
へ
の
影
響
な
ど
が

大
変
心
配
さ
れ
る
。
一
日

も
早
い
改
修
事
業
へ
の
着

手
が
で
き
る
よ
う
、
県
と

出
雲
市
が
一
体
と
な
っ
て

強
力
に
推
進
し
て
頂
き
た

い
。
そ
こ
で
、
今
後
の
取

り
組
み
を
伺
う
。



　

本
年
二
月
に
京
都

議
定
書
が
発
効
し
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
い
よ

い
よ
具
体
的
に
取
り
組
む

べ
き
段
階
に
な
っ
た
。
次

の
四
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
温
暖
化
防
止
に
つ
い

て
、
出
雲
市
の
具
体
的
取

り
組
み
と
目
標
数
値
。

②
サ
マ
ー
タ
イ
ム
の
導
入

に
つ
い
て
。

③
省
エ
ネ
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
を
設
け
る
こ
と
を
提

案
す
る
。

④
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登

録
を
目
指
す
宍
道
湖
を
擁

し
た
、
平
田
の
湖
遊
館
の

あ
た
り
が
最
適
地
だ
と
考

え
る
が
、
環
境
大
学
を
開

設
し
て
は
ど
う
か
。

　

①
旧
二
市
四
町
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
関

東
・
近
畿
・
広
島
な
ど
の

出
身
者
会
が
あ
り
、
活
発

な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
団
体
は
、

新
市
に
と
っ
て
大
き
な
財

産
で
あ
り
、
今
後
、
ど
の

よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
、
交

流
を
考
え
て
い
る
の
か
。

②
従
来
の
よ
う
な
旧
市
町

単
位
で
は
な
く
、
新
市
と

し
て
一
本
化
し
た
出
身
者

会
を
つ
く
る
考
え
は
な
い

か
。

　

二
十
一
世
紀
は

「
生
命
の
時
代
」
と

い
わ
れ
る
。
生
命
の
基
盤

は
食
と
農
の
共
生
に
あ
る

と
考
え
る
。
食
が
人
を
つ

く
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

真
の
豊
か
さ
を
と
り
戻
す

に
は
、
自
然
農
法
に
よ
り



　

一
畑
電
車
の
存
続

に
い
て
、
次
の
点
を

伺
う
。

①
一
畑
電
鉄
の
存
続
に
対

す
る
市
長
の
考
え
。

②
経
営
の
抜
本
的
な
見
直

し
に
つ
い
て
。

③
利
用
者
促
進
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
。

④
鉄
道
を
生
か
し
た
観
光

の
街
づ
く
り
に
つ
い
て
。

　

新
市
発
足
に
伴

い
、
合
併
に
至
る

ま
で
の
協
議
で
確
認
、

発
表
さ
れ
た
向
う
十
年
間

の
「
二
十
一
世
紀
出
雲
の

国
つ
く
り
計
画
」
に
建
設

関
係
の
主
要
事
業
と
し
て

明
記
さ
れ
た
旧
市
町
の
中

心
市
街
地
整
備
事
業
の
う

ち
、
街
路
事
業
、
街
な
み

生
産
さ
れ
た
安
心
、
安

全
の
食
生
活
が
重
要
で
あ

る
。
健
や
か
な
身
体
と
豊

か
な
感
性
を
育
み
、
健
や

か
な
生
き
方
が
で
き
る
。

健
康
は
生
き
る
財
産
。
こ

れ
か
ら
の
農
業
は
生
命
を

基
盤
に
考
え
、
農
業
の
持

つ
物
資
循
環
機
能
を
生
か

し
、
環
境
保
全
型
農
業
へ

の
転
換
と
農
村
社
会
の
再

生
な
ど
、
政
府
と
食
品
産

業
な
ら
び
に
、
協
同
組
合

の
三
つ
の
セ
ク
タ
ー
の
社

会
的
経
済
的
役
割
な
ど
、

食
と
農
を
大
切
に
す
る
政

策
を
早
急
に
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
ご
見
解
を

伺
う
。

環
境
整
備
事
業
、
福
祉

拠
点
整
備
事
業
な
ど
が
あ

る
。
順
次
各
地
域
に
お
い

て
、
そ
の
地
域
の
特
徴
を

生
か
し
た
「
出
雲
固
有
の

ま
ち
づ
く
り
」
が
推
進
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
重
要

事
業
の
予
定
地
な
ど
に
お

い
て
、
国
の
政
策
で
あ
る

「
地
区
計
画
制
度
」
の
幅



　

今
議
会
で
佐
田

町
、
多
伎
町
を
対

象
と
し
た
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
案
が
示
さ
れ
た

が
、
旧
市
町
の
中
で
も
過

疎
少
子
高
齢
化
が
進
展
し

て
い
る
地
域
が
あ
る
。
そ

の
対
象
地
域
は
、
ど
の
地

域
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
の
か
。

　

ま
た
、
過
疎
少
子
高
齢

化
が
進
展
し
て
い
る
特
定

農
山
村
地
域
な
ど
地
域
振

興
五
法
に
該
当
す
る
地
域

　

３
Ｒ
の
う
ち
、
リ

サ
イ
ク
ル
（
再
生
利

用
）
に
比
べ
、
よ
り
環
境

負
荷
が
少
な
い
と
考
え
ら

れ
る
、
リ
デ
ュ
ー
ス
（
発

生
抑
制
）・
リ
ユ
ー
ス
（
再

広
い
利
活
用
と
、
事
業
を

支
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
編
成
し
、
積
極

的
に
事
業
展
開
を
す
る
お

考
え
は
な
い
の
か
伺
う
。

も
対
象
と
し
た
市
内
の
少

子
高
齢
化
・
過
疎
化
対
策

の
計
画
書
を
策
定
さ
れ
て

は
ど
う
か
。

使
用
）
へ
の
具
体
的
な
取

り
組
み
を
伺
う
。

　

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル

率
八
〇
％
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
で
の
焼
却
減
量
分
を

全
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
も

の
と
す
る
こ
と
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
の
面
や
、
国

際
的
な
風
潮
、
そ
し
て
市

民
に
誤
解
を
与
え
る
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
問

題
だ
と
考
え
る
。
八
〇
％

の
根
拠
を
伺
う
。




